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百歳おめでとう� 

いつまでるお元気でノ� 
6月25日に百歳のご長寿を達成されました谷上ツヤノさん

(生名〉に，誕生日を記念して徳島県中央福祉事務所長，川口

町長，蔀町議会議長及び大井社会福祉協議会長が慶祝訪問し

知事及び町長の祝い状，記念品を贈呈しました。

(世帯数) 2，056戸 (人口)男 3，� 821人計�  7，525人女�  3，� 346人 (平成8年� 5月末日現在)

(出生)男O女1計苑 亡 ) 男 �  1女O計1 (転入)男7女 計18 転出)男6女6計12

⑨⑧ 広報かつうら 7月号第313号平成8年7月1日発行編集と発行勝浦町総務課� T E L (08854) 2-2511 (代) FAX 2-3028 
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百歳おめでとう　いつでもお元気で
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美馬安雄氏(久国)
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地区対抗バレーホール大会


4
優
勝
し
た
与
川
内
チ
ー
ム

地区対抗バレーポール大会抽選表

〈男子〉生比奈小学校体育館

与川内チーム

4
優
勝
し
た
中
角
チ
�
 
1
ム

県
内
の
各
分
野
で
功
績
の
あ

っ
た

人
た
ち
を
た
た
え
る
県
表
彰
式
が
六

月
三
日
に
あ
り
、
勝
浦
町
か
ら
は、

堺
虞
さ
ん

(三
渓
)
と
新
居
普
さ
ん
�
 

(坂
本
)
の
二
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。堺

さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
木
材

産
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

新
居
さ
ん
は
、
多
年
に
わ

(坂

た
り
納
税
思
想
の
高
揚
に
努
め
、
組

合
の
普
及

・
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し

六
月
三
日
か
ら
六
日

の
四
日
間
、
生
比
奈
小

学
校
と
勝
浦
中
学
校
両

体
育
館
で
、
男
子
十

一

チ
�
 ム
、
女
子
十
五
チ

l
ー
ム
が
参
加
し
て
、
地

区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。試

合
は
九
人
制
、
三

セ
ッ
ト
マ

ッ
チ
で
行
わ

れ
、
男
子
決
勝
は
与
川

内
と
棚
野
の
対
戦
と
な

り
与
川
内
が
、
女
子
は

中
角
と
今
山
と
で
決
勝

が
行
わ
れ
中
角
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

U
 

r

の

附

患

し

入

す

一雌

寄

急

池

購

、

ま

地

乃

救

源

を

げ
財

車

上

る

の

新

し

国久

汗

'
7
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ら
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ら
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・
時
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対

役
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え

て
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双
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掛
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い
の
も
、
そ
の
た
め
な
の
で
す
。

O
O
M献
血
の
場
合
、
例
え
ば

O
O
M
の
輸
血
が
必
要
な
と
き
に

立川地区山林火災


ご支援，ご協力


一
人
ひ
と
り
の
献
血
へ
の
協
力
が
す
べ
て
な

の
で
す
。

-"?-宣 ..:i三R恒三九� 三?'"-ζ臣、

血
」
と
「
四

四 

℃‘.
込
引
に h

八

-
わ
た
し
た
ち
の
健
康
な
血
液
が

-
人
の
命
を
救
い
ま
す
。

-
年
間
を
通
し
て
必
要
な

-
輸
血
用
の
血
液

病
気
や
け
が
の
治
療
で
輸
血
に
使
わ
れ

る
血
液
は
、
多
く
の
人
の
献
血
に
よ

っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

献
血
は
季
節
を
問
わ
ず
、
年
間
を
通
し

て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
輸
血

最
近
、
必
要
性
が
高
い
の
は
「
成
分
献

の
九
割
以
上
が
、
が
ん
な
ど
の
病
気
の
治

献
血
」
。

療
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

O
O
M

で
は
、
わ
た
し
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
協

力
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

!こご協力を 

成
分
献
血
は
、
血
液
中
の
血
紫
や
血
小

lE
療を支え答わたレたちの献血� |

成分献血�  j 

4001114献血

板
な
ど
必
要
な
血
液
成
分
だ
け
を
採

取
す
る
献
血
方
法
で
す
。
再
生
に
時

間
の
か
か
る
赤
血
球
は
体
内
に
戻
し

一

ま
す
。
全
血
献
血 

(す
べ
て
の
血
液 

災
害
は
、
場
所
、
時
聞
を
問
わ
ず
発
生
し
、

住
民
の
尊
い
生
命
、
身
体
、
財
産
を
奪
う
も
の

で
あ
り
、
私
た
ち
は
日
常
の
防
災
活
動
を
一
日

た
り
と
怠
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
、
災
害
の
未
然
防
止
、
被
害
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
乙
の
教
訓
を
今
後
の
防
災
活

動
に
生
か
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。

と
消
防
団
員
の
懸
命
の
消
火
活
動
を
展
開
し
、

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
か
ら
お
礼

五
月
二
十
八
日
、
深
夜
に
発
生
し
た
立
川
地

区
の
山
林
火
災
は
、
険
し
い
斜
面
の
続
く
山
の

北
側
で
燃
え
上
が
り
、
地
上
か
ら
は
手
の
施
し
ょ

う
が
な
い
状
態
。

町
は
二
十
九
日
、
午
前
五
時
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
香
川
、
高
知
両
県
へ
防
災
へ
リ
、

ま
た
、
自
衛
隊
に
派
遣
を
要
請
し
、
空
中
か
ら

成
分
の
献
血
)
に
比
べ
、
一
人
の
人

か
ら
よ
り
多
く
の
血
紫
や
血
小
板
を

提
供
し
て
も
ら
え
ま
す
。

い
ま
、
医
療
の
現
場
で
は
、
よ
り

効
果
的
で
合
理
的
な
輸
血
を
行
う
た

め
、
患
者
が
必
要
と
す
る
血
液
成
分

の
み
を
輸
血
す
る
「
成
分
輸
血
」
が

主
流
で
す
。
成
分
献
血
の
需
要
が
高

O

五
月
三
十
日
午
後 

時
三
十
分
、

三
十
七
時

申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
急
に
輸
血
が
必
要
に
な

っ
た
場

二
人
分
の
献
血
で
補
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

合
に
対
応
す
る
た
め
、
ス
ト

ッ
ク
も
必
要

輸
血
に
よ
る
感
染
症
や
副
作
用
の
恐
れ
が
、

で
す
。
平
成
七
年
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災

四
人
分
の

二 

献
血
で
補
う
よ
り
少

で
は
、
被
災
地
に
お
い
て
十
分
な
量
の
血

液
を
確
保
す
る
た
め
、
全
国
に
献
血
の
協

力
を
求
め
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
重
要
性

が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

輸
血
用
の
血
液
は
、
人
工
的
に
つ
く
り

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち

冨夙d白呈i'"....=，"~E:垣

O
O
M

な
く
な
り
ま
す
。

{

戸、己認》
勝

浦

町

長

勝

浦

町

議

会

勝

浦

町

消

防

団

棚

野

区

長

立

川

区

長

久

国

区

長

勝
浦
町
消
防
団
第
五
分
団 

間
ぶ
り
に
鎮
圧
し
、
翌
六
月

一
日
午
後
六
時
鎮

火
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
消
防
団
員
を
は
じ
め
、
各
方
面
か

ら
多
数
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
と
、
皆
様
方
の
郷
土

愛
と
使
命
感
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

献
血
は
、
健
康
な
人
な
ら
だ
れ
で
も
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
つ
で
す
。
わ
た

し
た
ち
の
健
康
な
血
液
の

一
部
を
提
供
す

る
だ
け
で
、
人
の
命
が
救
わ
れ
る
の
で
す
。

ありがとうございました

A 空中から懸命の消火活動を行う高知県防災へリ「りょうま」� 
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横
瀬
地
区
の
下
水

道
の
本
管
へ
接
続
す

る
各
家
庭
の
宅
内
配

管
工
事
に
は
、
役
場

へ
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
工
事
の
施

工
は
、
勝
浦
町
排
水

設
備
工
事
指
定
業
者

が
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
施
工

業
者
へ
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
は
、

役
場
環
境
衛
生
課
(
電

話
二
|
二
五
一
一
)

ま
で
。

横瀬地区

宅
内

I~ 
国

の
届
出

、......... 


¥J  

4.000 48.000 2.600 31.200

5，000 60，000 3，200 38，400 

3人� 3，500 42.0005.500 66.000 

4人� 3.800 45，6006，000 72.000 

5人以上� 6.500 78.000 4.100 49.200 

農業集落排水事業

使用料金のお知らせ


一一一 勝浦町排水設備工事指定業者一覧表

平成� 8年� 6月11日現在
律問

工
事 1 ，一般家庭� 

横
瀬
地
区
の
農

業
集
落
排
水
事
業

(
下
水
道
)
の
使

用
料
金
を
七
月
か

ら
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま

す。
な
お
、
口
座
振

替
が
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
は
地
区
の

役
員
又
は
、
役
場

環
境
衛
生
課
(
電

話
二
|
二
五

一
こ

ま
で
。 

業 者 名 所在地 電話番号

アサヒ管工事 勝浦町生名� 08854-2-2601 

井出金物百貨 勝浦町横瀬� 08854-2-2032 

(有)片山建設 勝浦町横瀬� 08854-2-3856 

勝水工業(有) 勝浦町生名� 08854-2-3019 

椎平建設有限会社 勝浦町棚野� 08854-2-4525 

庄野水道工事底 小松島市前原町� 08853-2-1943 

野上建設側 勝浦町棚野� 08854-2-2353 

藤田設備工業 勝浦町横瀬� 08854-2-3898 

(有)山川設備工業 勝浦町星谷� 08854-2-3093 

片山設備工業 羽ノ浦町宮倉� 0884-44-5557 

多国鉄工所 上勝町生実� 08854-6-0827 

徳島通信建設側 徳島市富田橋� 0886-53-0295 

附 丸 木 屋 徳島市佐古町� 0886-53-3120 

森長ハウジング 徳島市丈六町� 0886-45-1785 

ユアサ設備工業(有) 小松島市横須町� 08853-2-0807 

使用料金表� 

(1)使用しない家庭

|基本料金|月額 500円 |年額6，000円 | 

( 2 )使用する家庭(業務無し・基本料金を含む)

し尿雑排水 雑排水のみ誌と

1人� 

2人� 

3人� 

4人� 

月額(円)年額(円)

2，000 24，000 

2，500 30，000 

3，000 36，000 

3，500 42.000 

月額(円)年額(円)� 

1，400 16，800 

1，700 20，400 

2，000 24，000 

2.300 27.600 

真空式下水設備をご使用

いただくために� 
1異常なきょう雑物を流さないでください。

下水設備は水洗便所からの汚水，家庭からの雑排水を処

理する設備です。木片，� 100円ライター，割り箸，パンツ，

生理用品等一般に流される汚水以外のきょう雑物を流され

ますと，下水設備が詰まったり故障する恐れがあります。� 

2 雨水，河川水を下水道に流さないでください。

雨卜イの配管を下水管に接続したり，農業用水・河川水等

を下水管に流されますと，正常な処理が行えなくなります。� 

3 下水用マンホールのふたをむやみに開けないでください。

下水用マンホール内には真空弁 ・区問弁等の機器が設置

されています。いたずらしたり，興味本位にいじりますと，

設備の故障の原因になります。� 

日ム以上�  

( 3 )使用する家庭(業務有り ・基本料金を含む)

江竺
し尿雑排水 雑排水のみ

月額(円)年額(円) 月額(円)年額(円)

1人 4，500 54，000 2.900 34，800 

2人

2，事業所等� 

(1)使用しない事業所
 

|基本料金|月額� 500円 |年額 6，000円 |


( 2 )使用する事業所(基本料金を含む)

4水洗便器の水が不自然に動くことがあります。

真空圧力を利用して汚水を搬送していますので，空気の

流れにより水洗便所の溜まり水(水封トラップ)の水面が

不自然に動くことがありますが，機能には問題ありません

のでそのまままご使用ください。

なお，水洗便所の溜まり水(水封トラップ)が無くなる

等の異常がある場合は下記の担当課まで連絡してください。� 

5 汚水を下水設備に流されるにあたり

工事申請書，工事着手，完成，使用開始等の書類を勝浦

町役場へ必ず?ご提出ください。完成後� 5日以内に役場が検

査を行いますので，完成の届け，連絡を忘れないようにご

注意ください。� 

比そご し 尿 雑 排 水 雑排水の み

月額(円)年額(円) 月額(円)年額(円)� 

l 人~5 人 4，500 54.000 2，900 34，800 

6 人~1 0人 8.000 96.000 5.000 60，000 

11人~20人 15.000 180.000 9，200 110.400 

21人~40人 30.000 360.000 18，200 218，400 

4 1人~60人 45.000 540.000 27，200 326，400 

61人~1∞人 65，000 780.000 39，200 470.400 

1 01人~1 50人 80，000 960.000 48，200 578.400 

151人以上� 100.000 1.200.000 60.200 722.400 

3，集会所等 (基本料金を含む) 
(連絡先〉勝浦町役場環境衛生課� 

TEL 2 -2511 FAX 2 -3028 
|集会所等|月額2.500円|年額30.000円 | 

回� 
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川
や
湖
を
き
れ
い
に

す
る
た
め
に
何
か
心

が
け
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ワ

ー ¥，，¥，、九 

や
り
方

一ス
タ
ー
ト
か
ら
始
め
、
質
問
に
答
え
な
が
ら
矢
印
に
そ
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
わ
か
ら
な
い
望
呂
志
い
」
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
�
 

.. 
い守業く 「れ使お
ま点者だはてい宅
す検にさいいので
かを定い」 な場浄
?委期)にい合化
託的、進場(槽
しに尊ん合使を
て{呆門ではわお

、ネ� /、U 

" 
・.:

九
'
 

、-
tu w
'、‘uv 

a
・、

風
呂
の
残
り
湯
は
、
洗

た
く
、
婦
除
、
ま
き
水

に
使
う
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
か
ワ

今
後
、
生
活
排
一

水
の
処
理
に
つ
一
:
ん

¥
4

い
て
あ
な
た
に
コ
申
¥

で
き
る
こ
と
が
一
、

あ
れ
ば
、
実
践
一

ソ

し
た
い
と
思
い
一

j
ue

ま
す
か
?

一

 

J
S

。『� 
u 

川
や
湖
を
き
れ
い
に
す

一
丸
、

る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
一
�
 ¥

と
り
の
心
が
け
が
必
要

ア

だ

と

思

い

ま

す

か

っ

恥

/、LU
一，h

‘

し

M

あ
な
た
は
い
ま
ま
で

に
身
近
な
川
で
ホ
タ

ル
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
?
�
 

U 

U 

?ν 

子
供
の
頃
き
れ
い
だ
っ
た
川
を
汚
し
た
の

は
私
た
ち
自
身
で
す
。
子
供
た
ち
に
き
れ
い

な
川
を
残
す
の
は
私
た
ち
の
義
務
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
少
し
で

も
川
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

H

H

" 

r--.、

H

固

検
と
管
理
で
、
い
つ
も
き
れ
い

な
排
水
を
/

生活排水の処E旦・・あなたは?型ですか!?

川
や
湖
が
汚
れ
る

大
き
な
原
因
は
、

家
庭
か
ら
出
る
排

水
だ
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す

力
?

浄
化
槽
は
、
定
期
的
な
保
守
点

私
た
ち
が
何
げ
な
く
そ
の
ま
ま
{
杢
腫
か
ら

流
し
て
い
る
排
水
が
、
川
の
汚
れ
の
大
き
な

原
因
で
す
。
台
所
で
、
フ
口
場
で
、
で
き
る

こ
と
か
ら
、
�
 
ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

H

@
責
任
放
棄
型

川
や
湖
を
汚
し
て
い
る
の
は
私
た
ち
自
身

で
す
。
川
の
汚
れ
は
私
た
ち
の
心
の
汚
れ
を

う
つ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

@
実
践
自
覚
型

魚
が
す
み
、
水
遊
び
が
楽
し
め
る
き
れ
い

な
川
を
再
び
・
:
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

汚
れ
を
少
し
で
も
出
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う


と
心
が
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と


が
で
き
ま
す
。


。
マ
イ
ペ
ー
ス
型

。
積
極
実
践
型

川
に
や
さ
し
い
あ
な
た
、
こ
れ
か
ら
も
き

れ
い
な
川
や
湖
を
子
供
た
ち
に
残
す
た
め
、

汚
れ
を
出
さ
な
い
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

@
不
言
実
行
型

私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い
.
が
川

を
守
っ
て
い
ま
す
。
快
適
な
生
活
は
き
れ
い

な
水
か
ら
・
・
・
で
す
ね
。

@
意
欲
十
分
型

一
度
に
全
て
の
事
を
実
践
す
る
の
は
大
変

で
す
が
、
一
つ
一
つ
確
実
に
習
慣
づ
け
て
い

け
ば
、
き
れ
い
な
川
は
必
ず
も
ど
っ
て
き
ま
す
。

@
他
人
依
存
型

MUS04
テキストボックス
生活排水の処理　あなたは　型ですか　
水とわたしたちのくらしno3

MUS04
スタンプ



が
あ
り
ま
す
。

固

し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
⑧
⑨
⑩
⑧
⑧
⑧
⑩
⑩ 東 林 庵

久 国 所 裏d集� z 

a

'小

|日

イシ

。
。

旧
横
瀬
地
区
対
象

V

交通事故相談日 不用失の引き取り目

日時�  7月25日同� 

犬の放し飼いはdγ423 午前10時から午後 4時まで


戸芳恒三.) 受付時 間 午 後 3時まで)
 やめましょう。� 

イ何7WA勾 場所小松島中央会館 7月3自体)
とで二ム、医ニ 相談員 相 田 伸 夫

※お気軽にご相談 ください。 7月17日(水)

あ
き
缶
を
出
す
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

-
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
、
指
定
さ
れ
た
袋
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

-
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
分
別
し
て
く
だ

さ
い
�
 
0

・
ピ
ン
ゃ
か
ら
つ
な
ど
、
缶
以
外
の
物
は
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
�
 

-
缶
の
中
の
水
分
や
異
物
は
取
り
除
い
て
く
だ

さ
い
�
 
0

・
あ
き
缶
に
は
、
ス
チ
ー
ル

・
ア
ル
ミ
の
表
示

場 所回収日 地 区

桜 建 号ロ又It. 事 務 所 l石原第

一
れ
圃
蹴
�
 

沼江�  Y召 江 集� ~ 所

zk掛谷 控ト� 口一 集� dz 所� fjlJ月

J A 生樹比試奈験支場所上保り冷口庫)前曜 山 西� (果

日
 中 角 農 キf 婦 人 の 家� 

(1日) 馬越ゴ ミ フ ェンス 横

第 今 山 今 山橋 北詰ゴ ミフェンス横

黒 岩 運動場入口(小 屋 の 横 )月
曜 川 口幸ー さん宅の貯蔵庫前星 谷
日

中 山� t首 防 きロ士ロ 所 横(8日)

生名第
。 島豆腐 屋 さ ん前一

zk久国

河川敷ゲートボール場横

月

曜

日


里子棚

パ チ ン コ庖前道路南側�  
(15日) 大 井 堰 石年 の 前

前� )11 集� ~ 所横 瀬

第 勝浦郡農協本所
。
イシ

四

月
。
ク

h
h-vn
z
v

---h

仇
=
、
  

れ
�
 

F
1

d

四
四
�
 

司

，4
2 Z

'
M

、

蹴刷

‘

‘

訓

げ

圃

刷弘・洛

  

司

・

1
4

'

h

A

F

E

b
-
-
h

司
、
続
�
 

さ
い
。
�
 

O

J、、

、、}

広瀬清 さ ん 宅 東

小 倉新平さん宅前 コ叉路

曜 農 協 跡、 地

日 勝浦郡農協 与 川 内 出張所�  

(22日)

与川内

勝浦郡農協坂本事業所横坂本
。 消 防 雪ロ士ロ 所 横� 

7月あき缶回収日程表

分
別
す
る
と
き
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

場
所

り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
原
則
と
し
て

一
戸
に
三
個
程
度
と
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
時
間
は
必
ず
守

っ
て
く
だ

家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
の
回
収

平
成
八
年
八
月
四
日
間

午
後
八
時
か
ら
十

一
時

農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
裏

駐
車
場

を
試
験
的
に
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
、
日
時
及
び
場
所
を
厳
守
の
う

え
出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
保
健
部

長
さ
ん
に
申
し
出
て
、
指
定
の
「
え

ふ
」
に
名
前
を
書
き
指
定
の
場
所
ま

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
旧
生
比
奈
地
区
対
象

〈注
意
事
項
〉

雨
天
の
場
合
は
、
日
時
を
変
更
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

次
の
粗
大
ご
み
は
受
付
で
き
ま
せ

日
時

料
金
は
、
粗
大
ご
み

一
個
に

つ
き

場
所
�
 

円
)
と
な

っ
て
い

平
成
八
年
七
斤
七
日
間

ん
。
(
産
業
廃
棄
物
、事
業
系
廃
棄
物
、

午
後
八
時
か
ら
十

一
時

爆
発
性

・
毒
性

・
感
染
性
の
あ
る
廃

星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

棄
物
な
ど
)

な
お
、
不
燃
物
処
理
場
へ
の
持
込

袋
二
枚
分

(
五
�
 

ま
す
。
「
ぇ
ふ
」
を
組
大
ゴ
ミ
に
く
く
�
 

み
は
従
来
ど
お
り
行

っ
て
い
ま
す
。

MUS04
テキストボックス
捨てるゴミでも生かせば資源

MUS04
テキストボックス
家庭の粗大ごみ回収

MUS04
スタンプ
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A
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「自分以上」 を求めて

一
年
の
と
き
、
同
和
の
授
業
で

『
自
分
以
下
を
求
め
る
心
』
と
い
う

資
料
で
学
習
し
た
こ
と
が
あ
る
。
あ

の
授
業
を
受
け
て
か
ら
、
私
は
「
自

分
以
下
」
を
求
め
な
い
人
間
に
な

っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
の
授
業
か
ら
二

年
た

っ
た
け
れ
ど
、
二
年
聞
を
ふ
り

返

っ
て
も
、
反
省
し
か
残
ら
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

テ
ス
ト
で
悪
い
点
を
取
っ
た
と
き
、

自
分
よ
り
悪
か

っ
た
人
を
見
つ
け
て

安
心
し
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。
と
び

箱
が
と
べ
な
か

っ
た
と
き
、
他
に
と

べ
な
い
人
を
探
し
出
し
て
は
安
堵
の

た
め
息
を
も
ら
し
は
し
な
か

っ
た
だ

ろ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
と
こ

ろ
で
、
点
数
が
良
く
な
る
わ
け
で
も
、

と
び
箱
が
と
べ
る
よ
う
に
な
る
わ
け

で
も
な
い
の
に
。

た
と
え
、
自
分
の
心
の
中
で
「
自

分
以
下
」
を
求
め
る
だ
け
で
も
、
そ

れ
は
差
別
に
つ
な
が
ら
な
い
だ
ろ
う

か
。
「
自
分
以
下
」
を
求
め
る
た
め
に
、

自
分
と
そ
の
人
と
の
聞
に
境
界
線
を

引
い
て
、 

(あ
の
子
と
私
は
違
う
。
)

と
思

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
そ
れ
が

差
別
で
な
く
て
何
な
の
だ
ろ
う
。

や
っ
ぱ
り
私
は
「
自
分
以
下
」
を

求
め
て
い
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た

っ
て
、
た
だ
の
自
己
満
足
に
す
、
ぎ
ず
、

自
分
自
身
が
伸
び
て
い
く
こ
と
は
決

し
て
な
い
の
に
。
あ
と
に
は
、
た
だ
、

反
省
と
後
悔
が
残
る
だ
け
な
の
に
。

江
戸
時
代
の
農
民
は
「
自
分
以
下
」

を
求
め
た
。
そ
し
て 

も
、
「
自
分
以

下
」
を
求
め
る
人
は
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
。
そ
の
「
自
分
以
下
」
の
対
象

は
、
同
和
地
区
の
人
で
あ

っ
た
り
、

体
の
不
自
由
な
人
で
あ

っ
た
り
、
私

の
よ
う
に
、
隣
の
席
の
友
人
で
あ

っ

た
り
す
る
け
れ
ど
。
た
だ
一
瞬
の
安

心
を
得
る
た
め
に
、
自
分
と
他
人
と

を
区
別
し
て
き
た
の
だ
。
同
和
の
授

業
で
差
別
に
つ
い
て
学
び
、
口
で
は

差
別
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
言
い
な
が
ら
、
心
の
底
で
は
自
分

が
部
落
の
人
間
や
障
害
者
で
な
く
て

よ
か
っ
た
と
思

っ
た
こ
と
が
な
か

っ

た
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
自
分
と
他

と
を
比
べ
て
満
足
し
「
自
分
以
上
」

の
人
が
い
た
ら
、
新
た
な
自
分
以
下

、
を
求
め
て
安
心
す
る
の
だ
ろ
う
。

私
は
、
自
分
の
心
の
中
に
あ
る
、

こ
ん
な
醜
い
心
を
な
く
し
て
し
ま
い

た
い
。
そ
し
て
、
私
と
同
じ
よ
う
な

心
を
持
つ
人
に
も
そ
う
よ
び
か
け
た

い
と
思
う
。
た
ぶ
ん
、
そ
う
す
る
に

は
、
ど
ん
な
と
き
も
「
自
分
以
下
」

A
7

を
求
め
な
い
強
い
心
が
必
要
だ
ろ
う。

今
ま
で
の
自
分
を
反
省
し
て
改
め
、

全
て
の
人
が
「
自
分
以
下
」
を
求
め

る
こ
と
が
な
く
な

っ
た
と
き
、 

の 

世
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
も

な
く
な
る
と
思
う
。
「
自
分
以
下
」
を

求
め
る
こ
と
が
な
く
な
れ
ば
、
自
分

と
他
人
を
、
む
や
み
に
区
別
す
る
こ

と
も
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
う
な
れ
ば
ど
ん
な
に
い
い
だ

ろ
う
。
相
手
の
欠
点
を
言
い
た
て
る

の
で
は
な
く
、
お
互
い
の
長
所
を
ほ

め
て
自
分
の
目
標
と
し
、
不
得
意
な

も
の
は
補
い
合

っ
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
っ
て
い

け
る
と
思
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
部
落

差
別
の
よ
う
に
、
生
ま
れ
で
差
別
さ

れ
る
と
い
う
の
は
、
ま
ず
な
く
な

っ

て
し
ま
う
と
思
う
。

そ
う
な

っ
た
と
き
、
差
別
し
て
い

た
人
は
思
う
だ
ろ
う
。
な
ぜ
、
差
別

な
ん
か
を
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
、

と
。
自
分
も
あ
の
人
も
同
じ
人
聞
な

の
に
、
と
。
同
じ
人
間
と
し
て
、
な

ん
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
。
少
な
く
と
も

私
は
、
自
分
が
部
落
の
生
ま
れ
で
な

く
て
よ
か

っ
た
と
思

っ
た
の
は
、
ま

っ
た
く
の
間
違

っ
た
考
え
だ

っ
た
と

回
ザ
フ
。

生
ま
れ
や
住
所
に
よ
る
評
価
で
は

な
く
、
性
格
や
人
間
性
で
、
相
手
の
良

い
と
こ
ろ
は
見
習
い
、
悪
い
と
こ
ろ
は

指
摘
し
あ

っ
て
直
し
て
い
く
、
と
い
う

よ
う
な
人
間
ど
う
し
の

ふ
れ
あ
い
み

f可

A
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回

た
い
な
も
の
が

一
番
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
生
ま
れ
の
よ
う
に
、

自
分
の
意
志
に
は
関
係
な
く
決
ま

っ

て
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て
つ
ま
ら
な

い
優
越
感
を
持
つ
よ
り
、
お
互
い
に
努

力
し
て
、
今
の
自
分
に
も

っ
と
み
が
き

を
か
け
、
励
ま
し
合
っ
て
向
上
し
て
い

け
ば
、
こ
の
上
な
い
人
間
関
係
が
築

か
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
「
自
分
以
下
」
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
「
自
分
以
上
」
を
目
標
に

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

「
自
分
以
上
」
の
人
は
、
い
ろ
い
ろ

な
姿
で
私
の
ま
わ
り
に
い
る
と
思
う
。

ク
ラ
ス
を
ま
と
め
る
の
が
上
手
な
人
、

思
い
や
り
の
あ
る
人
、
と
い
う
よ
う

に
。
必
要
な
の
は
、
「
自
分
以
上
」
の

人
に
劣
等
感
を
持
た
ず
に
、
「
自
分
以

上
」
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
い
く
こ

と
だ
と
思
う
。

そ
う
や
っ
て
、
私
が
、
み
ん
な
が

「
自
分
以
下
」
を
求
め
な
く
な
れ
ば
、


さ
ま
ざ
ま
な
差
別
は
い
つ
の
間
に
か


姿
を
消
し
て
い
る
と
思
う
。
差
別
が


な
く
な
る
日
が
く
る
よ
う
に
、
私
の


心
か
ら
「
自
分
以
下
」
を
求
め
る
心


が
消
え
る
よ
う
に
、 

の
自
分
以
上


の
自
分
に
な
る
よ
う
に
、
み
が
き
を


か
け
て
い
き
た
い
。
 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
か
ら
)

MUS04
テキストボックス
かたりあうページ

MUS04
スタンプ



oe。@。。



小・中・

高等学校

課題図書

貸出し中

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・........・..・
 

O
O

¥〕

¥../ 

......1

⑧
⑨
⑧
⑧


O

⑨
⑧
⑧

-R

読振協総会及び講演  
6月 2日終る

講師

鈴江全陪住職

演題

「老人の生きが PJ

.........................・・・・・・・・・・・・・・

期
(
仏
門
に
帰
依
す
る
時
期
)
と
年

令
区
分
に
よ
っ
て
人
生
の
目
標
を
定

め
て
努
力
し
て
い
る
。
五
十
一
歳
か

ら
家
督
を
子
供
に
譲
り
出
家
仏
門
に

帰
依
す
る
よ
う
お
釈
迦
さ
ま
は
人
々

に
話
さ
れ
て
い
る
が
、
金
銭
欲
、
物

欲
、
名
誉
欲
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
て
自

分
で
は
苦
し
み
を
抱
き
、
人
々
に
は

嫌
わ
れ
、
果
て
は
子
供
に
ま
で
う
と
ん

じ
ら
れ
る
人
々
の
多
い
こ
と
を
知
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

宗
教
の
勤
行
に
は
座
る
宗
教
、
歩


く
宗
教
、
拝
む
宗
教
の
三
つ
に
分
け


ら
れ
る
が
、
年
を
と
る
と
足
が
弱
く


な
る
の
で
歩
く
宗
教
(
八
十
八
ヵ
所


詣
り
)
等
は
有
効
な
宗
教
の
勤
行
と


言
え
る
。
ま
た
宗
教
の
真
随
は
「
吾


唯
知
足
」
で
あ
り
、
日
頃
気
付
か
ぬ


老
人
の
一
面
を
歌
っ
た
仙
涯
尚
人
の


六
歌
仙
は
ま
さ
し
く
見
苦
し
い
自
分


の
姿
を
鏡
に
映
し
た
知
く
我
な
が
ら


苦
笑
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

受
賞
文
芸
作
品
展

準
備
中

八
月
二
十
日
よ
り
十
日
間
、
図
書

館
二
階
視
聴
覚
室
で
県
内
外
で
受
賞

・

先

生

勝
美
会

新
居
普
氏
他
数
名

7
月
初
日
例

午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で

勝
浦
町
図
書
館

-
日
時

-
場
所

-
日
時
 

7
月
お
日
間

午
前
叩
時
か
ら

午
後
3
時
却
分
ま
で

・
場
所
勝
浦
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
ー
階

・
準
備
す
る
も
の

画
板
・
鉛
筆

消
し
ゴ
ム

女
高
学
年
は
、
水
彩
絵
具
一
式
、

古
い
布
切
れ
、
古
い
手
袋

女
低
学
年
は
、
色
え
ん
ぴ
つ

ま
た
は
ク
レ
ヨ
ン

弁
当

・
水
筒
(
お
茶
)

※
用
紙
は
、
図
書
館
で
用
意
し
ま
す
�
 

0

・
申
し
込
み
勝
浦
町
図
書
館


(七
七
歳
)
米
寿
(
八
八
歳
)
九
十
寿


(
3
B
-
4
B
)

午
前
日
時
か
ら
午
後
3
時
初
分

福
祉
セ
ン
タ
ー

1
階

午
後

2
時
か
ら

4
時

さ
れ
た
文
芸
作
品
(
俳
句
・
短
歌

・

詩

・
書

・
絵
画
・
写
真
)
を
展
示
し
、

勝
浦
町
の
文
化
芸
術
の
一
端
を
再
認

識
す
る
と
共
に
今
後
の
町
文
芸
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

甚
な
こ
と
と
思
い
準
備
計
画
中
で
す
。

各
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
お
世
話
を
す

る
人
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
直

接
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

っ
て
も
結
構
で
す
。
故
人
の
遺
作
品

な
ど
こ
の
機
会
に
展
示
く
だ
さ
る
こ

と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
準
備
の

都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
七
月
二
十
日

ま
で
に
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

図
書
館
行
事
と
休
館
日

食
土
曜
子
ど
も
映
画
会

日
日
・
幻
日

午
後
2
時
か
ら
3
時
く
ら
い
ま
で

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

内
容
は
お
た
の
し
み
に

食
絵
画
教
室


お
日
間


女
漫
画
教
室

初
日

ω

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室


県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日


日
日
�
 

日


食
休
館
日

1
日・� 
8
日
・
日
日
・
幻
自
・
泊
目
・
白
日

-
M

O
O
O

催
さ
れ
ま
す
。

場フ

怒
 b

か
2

さ
れ
た
い
。

や
そ
わ
か
」

困

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得
し
よ
う

第
四
二
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
全
国
学
校
図
書

館
協
議
会

・
毎
日
新
聞
社
主
催
で
開

応
募
要
項
は
図
書
館
に
展
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
小
学
生
は
一
二

字
以
内
、
そ
の
他
は
二
�
 

字
以

内
で
句
読
点
、
改
行
の
た
め
の
空
白

も
字
数
に
含
ま
れ
ま
す
。

総
理
大
臣
賞
の
ほ
か
に
文
部
大
臣

奨
励
賞
、
毎
日
新
聞
社
賞
、
全
国
学

校
図
書
館
協
議
会
賞
、
学
校
賞
な
ど

の
賞
が
あ
な
た
の
傑
作
を
待
っ
て
い

ま
す
。

今
年
の
夏
休
み
を
人
生
の
想
い
出

に
な
る
よ
う
な
大
賞
を
め
ざ
し
て
応

募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
講
演
概
要

一
年
六
ヵ
月
の
病
床
生
活
の
後
、

死
去
さ
れ
た
老
僧
の
死
、
高
齢
で
骨

折
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
ご
壮
健
で

過
さ
れ
て
い
る
老
母
の
生
活
を
通
し

て
話
さ
れ
た
。
「
人
に
話
す
心
が
ま

え
」
と
前
置
き
さ
れ
て
、
兼
行
法
師

の
徒
然
草
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
「
話
し
」
は
一
人
に
向
っ
て
話
す

こ
と
、
ま
た
感
動
を
与
え
る
た
め
に

は
体
験
を
も
と
に
話
す
こ
と
。

さ
て
仏
教
の
聖
地
印
度
で
は
人
生

百
歳
を
四
期
に
分
け
て
、
ま
ず
二
十
五

歳
ま
で
を
学
生
期
、
そ
の
後
五
十
歳
ま

で
を
家
住
期
(
子
育
て
の
時
期
)
七
十

五
歳
ま
で
を
林
住
期
(
家
督
を
子
に
譲

り
家
を
離
れ
る
)
百
歳
ま
で
を
遊
行

最
後
に
長
寿
の
秘
決
と
し
て
喜
寿

(九 

歳
)
白
寿
(
九
九
歳
)
の
年

は
前
後
二
ヵ
年
は
特
に
生
活
に
留
意

し
て
過
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の

留
意
手
段
は
気
楽
に
生
き
る
。
働
く

こ
と
、
粗
食
で
あ
る
こ
と
、
以
上
を

よ
く
守
り
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
遇

・
準
備
す
る
も
の

2
階
視
聴
覚
室

「
お
ん
に
こ
に
こ
腹
立
つ
ま
い
ぞ

鉛
筆

(

B
)

消
し
ゴ
ム
等
持
参

絵
具
・
筆
は
な
く
て
も
い
い
で
す
。

B

※
今
年
の
史
跡
探
訪
の
旅
は
、
秋
に

安
芸
の
宮
島

・
広
島
原
爆
記
念
館

の
探
訪
と
な
り
ま
し
た
。

※
用
紙
は
、
図
書
館
で
用
意
し
ま
す
�
 

0

・

先

生

松
下
義
和

・
関
東
誉
司
氏

・
申
し
込
み

勝
浦
町
図
書
館

MUS04
テキストボックス
図書館だより　小　中　高等学校課題図書　貸出し中

MUS04
テキストボックス
漫画教室　絵画教室

MUS04
スタンプ
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・・・・・・・・16 :3030~15 : 
 ・ゲ ー ム 等ーー� ••.13 :OO~14 :00 


回

女参加申し込みについて

希望者は，参加者の氏名 ・年齢・電話番号・住所 ・

参加希望日を明記のうえ，参加人数分の参加料(現金

書留または定額小為替)を同封してお申し込みくださ

い。折り返し参加券を送付いたします。

・申込締切	 7月22日(月)

・申込先 	 勝浦郡勝浦町大字久国字久保田� 3番地

勝浦町役場内「勝浦町観光協会事務局」� 

TEL08854-2-2511 

第12回


女その他

女とき

平成� 8年7月27日出・� 

28日(日)

女ところ

星谷橋下流河川敷

女参加料	 f¥)  

‘、� 

大人(中学生以上)

前売り2，000円当日2，800円

子供(小学生)

前売り� 1，300円当日1，800円

子供� (4歳以上)

前売り� 500円当日�  700円

※団体(10名以上)で申し込まれた

場合は� l割引といたします。� 

-雨天の場合も実施いたしますが，増水時には中

止する場合もありますので，お問い合わせくだ

さい。� 

-参加券の払い戻しはいたしませんので，ご了承

ください0

・小さいお子さんは，必ず保護者の方が同伴して

ください。

・網及び手袋等の使用は禁止していますので，持

参しないでください。

・万一事故が発生しでも，一切責任は負いません。� 

7月27日(土)	 7月28日(日)� 

12 :30~13 :30・・..受 付.••••••..10 :OO~11 :00 


13: 45~ ー-・..開会.........11 :15~ 


14: 00~15 : 	 30.・・・・・・・・ぁゅのつかみどり.•••••••.11 :30~13 :00 


〈主催・勝浦町観光協会共催 ・勝浦川漁業協同組合 〉� 

MUS04
テキストボックス
勝浦川あゆまつり

MUS04
スタンプ



生

名

丸

山

香

月

近
々
に
幸
せ
く
れ
そ
な
人
に
逢
い

久

国

美

馬

真

由

近
道
を
知
ら
ず
こ
こ
ま
で
来
た
夫
婦

-

川

柳

「線」

し
き
り
線
い
つ
の
間
に
や
ら
動
い
て

る

久

国

小

林

つ

る

お

こ
こ
ま
で
と
心
の
中
で
線
を
引
く

棚

野

穏

台

綾

苦
と
楽
と
一
つ
の
線
で
き
め
て
生
き

沼

江

梅

山

タ

ミ

目
線
少
し
下
げ
て
呼
吸
が
楽
に
な
る

棚

野

殿

川

早

苗

こ
の
一
線
越
え
る
勇
気
が
ま
だ
出
な

い

棚

野

島

つ

と

む

点
線
が
実
線
と
な
る
夫
婦
で
す

横

瀬

日

下

美

里

「
近
い
」

嫁
ぐ
日
の
近
づ
く
朝
の
葱
き
ざ
む

棚

野

内

谷

凡

石

近
づ
い
て
み
れ
ば
悪
人
な
ど
い
な
い

棚
野
竹
田
あ
ゆ
み

近
道
は
す
ま
い
危
険
が
待

っ
て
い
る

立

川

前

田

千

恵

思
い
出
が
き
れ
い
な
ま
ま
に
近
い
人

横

瀬

谷

酔

参

一
寸
し
た
は
ず
み
で
近
い
仲
に
な
る

中
山
山
下
ふ
さ
を

八
八
六 
(五
二
)
一一二

に
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
雑
詠
」

傾
い
た
家
も
嫁
来
て
立
ち
直
り

沼
江
駒
津
こ
つ
ゆ

腹
の
虫
な
だ
め
な
だ
め
で
来
た
六
十

路

横

瀬

中

田

万

里

遠
い
孫
轍
り
立
て
た
と
か
な
便
り

立
川
岩
本
よ
し
お

欲
捨
て
た
時
か
ら
素
顔
美
し
い

横

瀬

錦

内

常

一

最
後
ま
で
父
を
気
遣
う
母
で
し
た

横

瀬

桜

木

千

代

差
じ
ら
い
の
か
た
ち
に
首
を
傾
け
る

棚

野

田

中

思

葦

束
の
間
の
逢
瀬
心
を
残
し
つ
つ

中

山

谷

尻

笑

山

百
武
が
宇
宙
の
ロ
マ
ン
乗
せ
て
来
る

横
瀬
呑
口
精
一
郎

鴬
の
さ
え
ず
る
声
も
う
ま
く
な
る

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

※

一
句
鑑
賞

・
嫁
姑
う
わ
さ
話
は
う
ま
が
合
い

岩
本
よ
し
お

(
評
)
姑
と
孫
と
は
調
子
よ
く
う
ま

が
合

っ
て
い
る
家
庭
で
も
、
嫁
と
姑

の
関
係
は
簡
単
に
ゆ
か
な
い
よ
う
で

あ
る
。
問
題
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
そ
ば

か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
よ
そ
さ

ん
の
う
わ
さ
話
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ

と
や
そ
っ
と
で
は
や
ま
ら
な
い
ほ
ど
、

う
ま
が
合
う
の
が
嫁
と
姑
で
あ
る
。

-
次
回
作
品
募
集

七
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

宛

先

生

名

丸

山

香

月

八
月
五
日
締
切
り

短
歌
一
人

一
首

宛

先

横

瀬

中
田
ヤ
ス
エ

，〆¥J

、
F ¥J  

・・説」� 

P

四� 

四

一

知っておきたい	 平成� 
検察審査会 8年度 とくしま県民文芸作品募集要項

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ

っ
た
の
に
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、

検
察
官
の
し
た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
十

一
人
の
審
査
員
が
こ
の
審

査
を
し
ま
す
。
審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持

っ
て
い

徳
島
検
察
審
査
会
事
務
局
徳
島
地
方
裁
判
所
内

る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

O

1応募資格 徳島県内に在住する者� 

2募集ジャンル 「俳句」・「短歌」 ・rJII柳」・ 「現代詩」 ・「随筆」・「文芸評論」

「小説」 ・「戯曲・脚本」 ・「児童文学」

3応募方法� 。「俳句，短歌，川柳」…� 1人� 2句もしくは� 2首以内。

。 「現代詩」…………原稿用紙� 2枚以内� 1人� l編。

H。「随 筆J ...・ ・..…原稿用紙� 3枚以内� 1人l編。� 

o 	
o 
o 
o 


※ 	 俳句，短歌，川柳の作品には，その種別を明記し，官製はがきに

かい書でかく (ワープロでも可)。 

※ 	 すべての作品の末尾には住所・氏名(雅号があれば併記)電話番号

を明記のこと。� 

※ 	 いずれも未発表の作品に限る。 (選考の結果が発表されるまでは

他誌等に当該作品を投稿しないこと 。類想 ・類句については入賞を

取り消すことがある。) 
※ 作品の差し替えはしない。� 

r文芸評論」………・・・原稿用紙20枚以内� 1人1編。� 

・-…原稿用紙30枚以内� 1人� l編。‘

H	 Hr戯曲・脚本」・・� ・・-…原稿用紙50枚以内� 1人1編。� 

r小 ・HH

r児童文学」 ・・・..…原稿用紙20枚以内� 1人� I編。H	 H

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た

と
き
に
は
、
町
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、

徳
島
市
徳
島
町

一
丁
目
五
番
地

〈電
話
番
号
〉

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と

4応募先 干770-70 徳島市万代町 1丁目 l番地

徳島県環境生活部生活文化国際総室内「とくしま県民文芸」

5応募締切� 

6表彰

7発 表� 

8主催者�  

係あて。

平成� 8年� 9月30日(月)(当日消印有効)まで

各部門ごとに最優秀作・優秀作及び住作を入選とし，最優

秀作・優秀作について賞状及び記念品を贈り表彰する。� 

12月中旬(新聞紙上)に発表予定。また入選作品は県芸術

祭文芸作品集� (平成� 8年度とくしま県民文芸)として収録。� 

2月中旬に文芸誌として発行する。入選作品の版権は徳島

県に属する。

徳島県 ・徳島県芸術祭執行委員会� 

MUS04
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四

鳴門教育大学公開講座の案内
 
1.申込方法 2 .申込 ・問い合わせ先

勝浦町教育委員会に申込書がありますので， 受講 〒772鳴門市鳴門町高島 鳴門教育大学教務部

料を添えで，次にお申し込みくださし� ¥0 教務課研究協力係� 

T E L 0886-87-1311 (内線257)

講 座 の 名 称 開 催 時 期 受講対象者
募集

受講料 申込受付期間人 員� 

PTA活性化の方法� 7月27日ω� 8月3日ω，
現職教員及び� 

6月27日(木)

-父母と教師の対話を深める� 8月11日� (日)， 8月24日出
父母� 

30人� 4，700円

ために� - 9月1日(日) 9 : 30~ 11 :30 7月26日幽

地球を考える� 
7月27日ω� l3:OO~17 :00 中学生以上の生� 7月1日(月)

一顧微鏡でのぞく地球の内部一� 
8月3日仕)� 9 :00~ 1 7:00 徒及び� 10人� 5，700円� 

8月4日� (日) 9 :00~ 1 2:00 一般社会人� 7月26日幽

合唱音楽のたのしみ� 
7 月 31 日 (水:)~ 8月3日凶

現職教員及び� 
7月1日(月)

一基本からアンサンプルまで一
毎日 、� (延� 4回� )

一般社会人� 
25人� 5，700円� 

14:00~ 17:00 7月30日伏)� 

8 月 1 日 (木:)~ 8 月 3 日出 7，700円� 7月1日(月)

陶芸 人 門� 8月17日仕)，� 8月24日出 一般社会人� 15人 材料費� 

(延� 5回� ) 10 : 00~ 1 6 : 00 3，000円� 7月19日幽

いま，子どもが危ない� 8月3日凶� 8月11日� (日)，
現職教員及び� 

7月3日休)

変わる子どもの“からだ"� 8月17日凶� 8月24日出，
一般社会人� 

20人� 4，700円

と“心"� 9月1日� (日) 14 : 00~ 1 6 : 00 8月2日幽� 

8 月 5 日 (月)~ 8月6日(火) 5，700円� 7月8日(月) 
1 3 : 30~ 16 : 30 小学校 4 ~ 6 年 保 険 料

わんぱくシーサイドキャンプ教室� 
8月7日(水:) 1 3 : 30~ 生� 

30人� 500円
そのイ也� 

7月31日(水) 8月8日� (木) 10:30 1.500円

学級経営研究講座� 8 月 11 日 (日)~ 8月12日� (月)
小 ・中学校教員� 7月15日(月)

ーソシオメトリー理論を中心に一� 9 : 00~ 17 : 00 
及び教員養成系� 20人� 5，700円

大学の学生� 8月9日幽� 

8 月 21 日 (水:)~ 8月23日幽 現職教員及び� 
7月22日(月) I 

教師のためのインターネット入門
毎日� (延3回) 1 0 : 00~16 :00 一般社会人� 

45人� 5，700円� 

8月25日� (日)， 9月1日(日)，� 7，700円� 7月25日(木)

染色入 門� 9月8日� (日)， 9月29日(日)， 一般社会人� 15人 材料費� 

10月6日� (日) 9 : 00~ 1 5:00 3，000円� 8月16日幽� 

8 月 30 日幽~ 1 0月 4 日幽 7月29日(月)

欧米の文学と歴史を訪ねて 毎週金曜日� (延� 6回� ) 一般社会人� 30人� 4，700円� 

18: 30~ 20 : 00 8月29日(木) 

8 月 31 日出~ 9 月 28 日ω 7月31日(水)

『歴史と文学』へのいざない 毎週土曜日� (延� 5回� ) 一般社会人� 30人� 4，700円� 

1 3 : 30~ 1 5 : 00 8月30日幽� 

40代からの健康生活� 9月8日� (日)， 9月15日� (日)， 8月7日(水)

-“からだ"と“心"の健康生活を� 9月21日仕)，� 9月28日出， 一般社会人� 20人� 4，700円

めざして一� 10月5日出� 1 4 : 00~16 :00 9月6日幽

MUS04
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.... ~愛青班研修会

7月の保健行事� 
お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日� H翠 内� ~、‘ 受付時間 場 所 対 象 者
持参するもの

など

月
全愛育班員研修会� 

心の健康講座�  
13:00-15:30 住民福祉センター 且外、ヘ 愛 育 班 員 筆記用具

4 木 総合健康診査�  8 :00-10:30 久国集会所 満� 40議以上の住民 健康手帳�  

10 水 股関節脱臼検診�  14 :00-14 :30 環境改善センター� 
'7 H .10. 1 -H 8 . 3 .31 

までに生まれた子� 
母子健康手帳

11 木 総合 健康診査�  8 :00-10:30 星谷集会所 満� 40歳以上の住民 健康手帳�  

18 木 総合 健康診査�  8 :00-10:30 中山集会所 満� 40歳以上の住民 健康子帳�  

22 月 健 康 キ目 談� 10:00-11 :30 目券� j甫� dZZL 良一区、一 自主� f主 民 健康手帳�  

25 木 総合 健康診査�  8 :00-10:30 棚野集会所 満� 40歳以上の住民 健康手帳�  

26 金 乳児健康診査�  13:30-14:30 日券 浦 病� 
H 7 .10. 1 -H 8 . 5 .31 

までに生まれた子� 
母子健康手張� '

"--) 


-行1:、、・� 内 4

胃 中会 主~ 800円

100円

回

料
金
は
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
、
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
及
び
満
七
十
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。
受
付

時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

(
注
意
)

胃
検
診
、
基
本
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
当

日
何
も
食
べ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

健診の種類 料 金

心電図，血圧測定

基本健康診査 血液検査，尿検査 無 料

眼底検査など

胃透視

(バリウムによる)

結 核 検 診 レントゲン� 

肺がん検診 レントゲンと略疾検査� 600円

総合健康診査の実施について

成
人
病
の
予
防
、
早
期
治
療
の
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
?

定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け
、
早
期
発

見
に
つ
と
め
、
常
に
自
分
の
健
康
状
態
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
検
査
の
結
果
、

異
常
が
あ
れ
ば
早
期
治
療
が
可
能
に
な
り
、

早
い
回
復
が
望
め
ま
す
。
正
常
値
よ
り
少

し
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
生

活
を
軌
道
修
正
す
る
こ
と
で
病
気
に
な
ら

ず
に
す
む
わ
け
で
す
。

勝
浦
町
で
は
、
一
度
に
身
体
の
あ
ら
ゆ

る
検
査
が
で
き
る
総
合
健
診
方
式
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
年
に
一
度
は
必
ず
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※なお，大腸がん検診(� 2日間便の潜血反

応、をみる)は勝浦病院へ委託して実施し

ます。料金は1.000円です。総合健診申し

込み時又は役場環境衛生課へお申し込み

ください。容器をお渡しします。

MUS04
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よヤフ
。

速、

司'

保 健喝�  
Tさ.ぷ主〉� 

+

食
中
毒
民

グ
清
潔
、
迅

法
管
'
ノ

0'
r

O
O

戸、、
いよ うにしまし ょう。

い
よ
う
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し

人
ひ
と
り
が
食
中
毒
に
か
か
ら
な

の
三
原
則
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一

次
の
事
柄
に
気
を
つ
け
、
食
中
毒

に
か
か
ら
な
い
健
康
な
生
活
を
送

れ
ノ
中
広 

f
U
レ
ム
ケ
つ
ノ
。

梅
雨
と
梅
雨
明
け
に
続
く
暑
い

夏
は
、

一
年
中
で
食
中
毒
が
多
発

す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
食
品

を
取
り
扱
う
と
き
は
、

食
宝
一
母
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

H

加
熱
ま
た
は
冷
却 

が
予
防

-食中毒を予防するポイント	 医療機関における
①魚や野菜は新鮮なも ⑤食中毒菌は熱に弱い

のを買い，早く自宅に ぺ 個別予防接種
ので火をよく通す。作

帰って冷蔵庫に入れる� o 五』 った料理はなるべく早

また， 買い物カコ� lこは� d三二----:お く食べ，作りおきはや 日本脳炎の予防接種について
'温かいものと冷たいも� ~J めまし ょう。また 「火

色のをいっしょ に入れな 冶旨畠4長、 を通したから安心」 と
六
月
十
七
日
か
ら
町
内
医
療
機
関

で
個
別
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
七
月
三
十

一
日
ま
で
は
日
本
脳

炎
の
予
防
接
種
を
行

っ
て
い
ま
す
。

日
本
脳
炎
と
は
、
潜
伏
期 

(
ウ
イ

ル
ス
が
体
に
入

っ
て
か
ら
症
状
が
出

る
ま
で
の
期
間
)
が
七
日
か
ら
十
日

で
突
然
の
高
熱
、
頭
痛
、
お
う
吐
、
意

識
障
害
等
を
主
徴
と
す
る
ウ
イ
ル
ス

う
。
接
種
料
は
、
一
回
接
種
に
つ
き

性
の
急
性
脳
炎
で
す
。
ま
た
、
感
染

五 

円
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、

経
路
は
、
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
ブ
タ
を
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
蚊

②料理をするときは石

けんなどで手をよ く洗

いましょう 。また，台

所用品は使う前後に十

分水洗いし，使用後は

水切りしたあと，日光

でよく乾かすようにし

まし ょう。� 

可己呈~ 油断せず，食べる前に

は再加熱をしまし ょう。

工頁

I 
t 

: : : I: 
L一一一一寸

f¥  

④健康管理も大切です。

日ごろから体力増強を

心がけ，睡眠や休養を十

分にとり ，暴飲暴食を

避けまし ょう。� (弱っ

た体では食中毒の被害

も大き くなります。� )

接
種
さ
れ
た
人
は
医
療
機
関
窓
口
へ

支
払

っ
て
く
だ
さ
い
。

が
媒
介
し
人
に
感
染
を
さ
せ
ま
す
。

流
行
期
ま
で
に
接
種
を
受
け
、
免
疫

を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
法
で
は
、
次
の
年
齢
で

予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
て

い
ま
す
。
特
に
基
礎
免
疫
が
大
切
で

す
の
で
、
対
象
年
齢
と
な

っ
て
い
る

方
は
計
画
的
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

日本脳炎予防接種スケジュール表

年申告� 3 6 9 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
ヵ、| カ、ヵ、

接種図書ナ¥| 月月月歳歳歳歳歳歳員長歳歳歳員長歳歳歳歳

初回�  2回 |

湖沼� I: I I~ I1:U=仁三 
3期� 1回� I: :

基礎免疫をつくりましょう 。� 小学校，中学校の年齢

11羽初回(2図期追加(I回)� で受ける日本脳炎予防

'‘"‘.  
接種についての一覧表

fきト4週の間隔努約l年おいて 壁� をごらんください。
T一塁 をおいて接績� 1:!E 接種� 1:!E 

小学校， 中学校の年齢で受ける日本脳炎予防接種について

標準的接種年齢 接種
対象年齢 注 意 事予防接種名

(のぞましい接種年齢) 回数

2期� 9 ~ 1 3歳未満

日本脳炎
3期� 14，15歳

小学校� 4年 ( 9歳) 

中学校� 2年(14歳) 

1回� 

l回� 

回

初めて受ける時は基礎免疫(初回接種は� 1 ~ 4週間隔

で 2回，翌年に� 1回追加接種)をつけることが重要です。

ただし，日本脳炎の第� 1期(基礎免疫)が規定どおり接

種できなかった場合は，次の要領で接種を行います。� 

① 	 第� 1期初回接種� l回だけで� 1年経過した場合� 2回接

種するか� 1回接種して次年度� 1回接種する。� 

② 	 第� 1期初回接種� 1回のみで数年経過した場合� 2回接

種し，次年度� 1回接種する O 

③ 	 第� 1期初回接種� 2回完了後� 2年以上経過した場合，� 

l回接種する。

※対象年齢を過ぎると，定期の予防接種ではな く任意接種となりますのでご注意ください。 (任意接種の場合は，すべ

て自費で医師に依頼することになります。万一健康被害が生じた時は，保護者が必要な書類をそろえて直接，医薬品副

作用被害救済・研究振興調査機構に請求します。� )

MUS04
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保健婦だより　食中毒に注意
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v平等割�  

1世帯にいくらと計算� 
8年度� 32，000円� 

7年度� 32，000円� 

3ノ均等割�  

世帯の加入者数に応じて� 

計算� 

1人当たり

8年度� 26，000円

7年度� 26，000円� 

IY所得割
世帯の収入に応じて計算� 

所得の

8年度� 6.8% 

7年度� 7.3% 

日ノ資産割

世帯の資産に応じて計算� 

固定資産税の

8年度� 57.0% 

7年度� 57.0% 

[同ji iJ盃] [~] [雇JJJ;J i!:!J通JJJJJJ iJJJ言JJJ J


日222

¥ーノ

(見� 

(年度)


手同五司
 

0.

214.019: 1 

手� 60.7361 
217.666: 1 

平 手� 64.627 1 
236.000 : 

手� 66.946 1 
278.9161 

手� 70.557 1 
1:298.300

手� 67.155 1 
324.071 : 1 

手� 67.770	 1 

341.860_: 


芋� 68.051 1 
。 ~L，-L1l J

手� 67.216 I 
388.1961 

71.504 1 :(当初)手� 
410.000 : I 

; 込み)

∞円.0∞4∞円3ω.0∞円.0∞2∞円∞1

勝浦町の�  1人当たりの医療費と保険税の推移健康を守る大切な保険税
保険税は国保の大切な財源です。この財源が不足す

れば¥私たちは国保から十分な給付を受けられなくな

り，医療費の負担も大きなものになりかねません。保

険税は納期内にきちんと納め，国保が.健全に運営でき

るようご協力くださし、。

(保険税の決めが

保険税は，その年に予測さ

れる医療費や各市区町村の実

情に応じて決められます。保

険税の決め方は次の通りです。

その年に予測され
予 測 さ れ る医療費

…ト

ら

金

担

保

か

助

負

が

医

ど

険

い

る

な

保

除一⑮
の:金

制

胸

園

者

総額を4項目に割り振る

の言
担

)

M
H

負

割

引

己 

1

{

自 
1

被

国

被

を

税

'

分

険

費

補

の

分

療

の

者

た

安次の計算方法の組み合わせで� 

1世帯ごとの� 1年間の保険税額が決
、..J まります。	 

1 

回

町税納付は「口座振替」で、ノ

“つい"“うっかり"町税を納め忘れてし

まうことのないように，簡単で便利な口座振

替をお勧めします。

〈申し込み方法 〉

納税通知書，預金通帳，通帳に

使っている印かんを持って，町内

の金融機関または役場税務保険課

ノ¥。

口座振替にすれば，わざ

わざ納めに行く手聞が省け，

納め忘れの心配がありませ

ん。一度手続きをすれば¥

毎年自動的に引き落としが

更新され，継続されます。

MUS04
テキストボックス
国保と医療費

MUS04
スタンプ
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三� 

三� 
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= 
歪� 

= 
三� 

5 
2 

2 

= 
三

三
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三� 
= 

これまで，国民年金 ・厚生年金保険 ・各共済組合ご

とに加入時点で年金の記号番号をとり，転職・退職 ・

結婚などにより加入する年金制度が途中で変わると記

毎月第二月曜日は
「仕事と健康を考える日」

女「過労死」等に関する全国一斉相談

の受付をする ととにな りました。女� 

“大切にしましょう 。あなたのからだ/

「仕事と健康を考える日J をスローガン

として掲げ，全国の労災年金相談所(室)

において一斉に窓口相談やフリーダイヤ

ル� (0120-603114) による電話相談を実

施しますのでお気軽にご相談ください。

-徳島市吉野本町� 1丁目 中西ピル� 5F 

(財)労災年金福祉協会

徳島労災年金相談室

電話�  0886-52-8072 

7リーダイヤル� 0120-603114 

〈ひとり悩まずご相談を〉

電話でも直接来所されても結構です。

どんなことでもお気軽にご相談ください。
徳島県高齢者総合相談センター

= 

三� 

= = (シルバー 110番)
芸� 
= 
芸� 

= = 
三� 

= 高齢者やその家族の方々の毎日の暮らしのなかで困ったことや，
= 
z 

悩みごとなどの解決のお手伝いをします。� 
= 
= 
E 相談は無料です。個人の秘密は守ります。� 

〒770徳島市中昭和町� 1丁目� 2番地
三

= 
県立総合福祉センタ� -4階霊

三� 
= (県庁から徒歩約10分，� JR牟岐線 ・阿波富田駅から= = 
= 

徒歩約� 5分)
= 

E 
= 
= フリーダイヤル	 サワ ヤカ コウレイシャ� 

= 

= (通話料無料)
0120-308-504 
TEL 0886-54-8110 

= 
三

FAX 0886-53-8810 
三

= = 
= 

= = 
= = 

= = 

= = 

= 
= 

= = = 
= 
== = 
= = 

三
三� 

三
霊� 

= = 

= 
= 

戸

固

基礎年金番号とは?	 
平成8年度

号番号も変わってい ました。そして加入期間等はそれ

ぞれの制度ごとで整理していました。

平成� 9年� 1月からは，各制度共通の『基礎年金番号』

(一人に生涯ひとつ)を決めて，加入する年金制度が

変わっても同ーの記号番号で加入期間等を整理してい

きます。

『基礎年金番号」 によって� 

① 	 必要な届け出を忘れていた場合などにお知らせし

ます。� 

② 	 1つの記号番号で、各年金制度の加入期間を確認す

るため，年金相談等がスムーズに行える ようになり

ます。� 

③ 	 将来的には年金の加入状況や年金見込み額をお知

らせすることができるようになります。

県では，県内にお住まいの小学生 ・

中学生の皆さんから作品を募集します0

・小学生は毛筆(半紙を使用)� 

1年生 「あ い」� 

2年生 「ゆ め」� 

3年生 「明 日」� 

4年生 「社 会」� 

5年生 「年 金」� 

6年生 「助け合い」

-中学生は，ポスター(四ツ切画用紙を使用)

百 作品中に� r国民年金』 ・『基礎年金』 ・『年金週間� 

11月 6 日 ~ 1 2 日』のいずれかの文字を入れること 。 

i※詳しくは，徳島県保健福祉部国民年金課企画係� 

1 まで。 徳島市万代町1-1 0886(21)2206 

し一一世一一一一九ーーー一一一一一J
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生活情報
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ほのぼのずνシジゼミナー� 
勝浦町デイサービスセンターオレンジ荘では，次の

日程で家族介護者教室「第� 2回ほのぼのオレンジセミ

ナー」を開催いたします。

皆棟お誘い合わせのうえ，多数ご来場ください。入場

は無料です。� 

時

所

容

日

場

内

平成� 8年� 7月13日(土) 午後 7 時~9 時

勝浦町農村環境改善センタ� -1階大ホール

講演「ボケの予防」

講師 白河裕志先生(赤岩医院)

介護劇「家におらんでパート� 2J

劇団 オレンジ座

お問合せ先	 デイサービスセンター「オレンジ、荘」

宮� 2-3700 

こ
の
大
会
に
、
勝
浦
郡
を
代
表
し

消
防
協
会
の
共
催
に
よ
り
、
第
二
十

回
徳
島
県
消
防
操
法
競
技
大
会
が
七

月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
徳
島
県
並
び
に
徳
島
県

場 日
所 時 が

ん
ば
れ 

勝
浦
町
消
防
団
第
五
分
団


て
勝
浦
町
消
防
団
第
五
分
団
(
分
団

長
原
良
作
氏
)
が
出
場
し
ま
す
。

こ
の
猛
暑
の
中
、
第
五
分
団
全
団

員
が
一
丸
と
な

っ
て
連
日
の
練
習
に

平
成
八
年
七
月
二
十
八
日
同

午
前
十
時

(競
技
開
始
)

徳
島
市
民
吉
野
川
運
動
場

ー
第
二
十
回
徳
島
県
消
防
操
法
競
技
大
会
|

取
り
組
み
、
汗
と
泥
に
ま
み
れ
な
が

ら
「
必
ず
優
勝
を
/
・
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
す
。

当
日
、
皆
様
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

近畿かつうらふるさと会だより� 

mU8(1)[r鴎泊刷らゆ~~ゆ」


~多m~g~却を


7月27日(土) 星谷橋下流河川敷� 午後� 1時45分開会

先日ご案内いたしましたとおり，勝浦町の三大 っと心身ともにリフレッシユされ， 明日への活力

イベントの一つであります「勝浦川あゆまつり」

に昨年好評でしたので本年も参加することになり

ました。会員の皆さんそれぞれが胸にもっている，

あの日の勝浦川での楽しい思い出をもう一度昧わ

ってみてはいかがでしょうか。ふるさとの川で水

と親しみ.なつかしい町民との交流の時間は，き

につながります。

会員さんはもとより， ご家族ご緒にぜひご参

加ください。

※申込みのまだの方は，7月5日までに投函くだ

さい。

回� 

MUS04
テキストボックス
第2回　ほのぼのオレンジセミナー

MUS04
テキストボックス
第12回　勝浦川あゆまつり　に多数のご参加を

MUS04
スタンプ
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回

水
あ
そ
び
の
シ
ー
ズ
ン


防
ご
う
水
の
事
故


用
水
や
川
岸
で
「
水
あ
そ
び
」
を

し
て
い

る
子
供
た
ち
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。

井
戸
や
固
い
の
な
い
池
、
用
水
路

や
砂
利
等
を
取

っ
た
後
の
水
溜
り
な

ど
、
家
の
周
囲
に
も
危
険
な
場
所
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

水
に
よ
る
事
故
は
、
水
泳
や
川
あ

そ
び
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
中

で
も
思
わ
ぬ
場
所
で
出
合
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

次
の
原
則
を
守
り
、
守
ら
せ
、
楽

し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
な
場
所
で
水
あ
そ
び
を
し
な
い

一
人
で
水
あ
そ
び
を
し
な
い
。
�
 

-
悪
ふ
ざ
け
や
溺
れ
た
ま
ね
を
し
な
�
 

・
水
あ
そ
び
や
水
泳
に
行
く
時
は
、

行
先
や
帰
宅
時
間
を
家
人
に
伝
え

て
お
く
。
�
 

1自衛官等採用試験のお知らせ |

平成 8年度に採用する自衛官等を次のとおり募集します。

募集種目 資 格 受付期間 教育などの内容および将来の展望

防衛大学校

字 生

推薦

高卒(見込) 21歳未

満の者 (推薦につい 

ては高等学校長の推 

薦等，則金資格が日必要)

9月 5日~

9月10日

幹部自衛官になるために必要な職見及び能力を

与え，かつ進展性のある資質を育成。

学生舎で共同生活を送るのが特徴で学生手当も

支給される。

卒業後は，陸・海・空曹長に任命され，幹部候

補生として約 1年間の教育を受けた後.3等陸尉・

海 ・空尉に昇任し，幹部自衛官となる。 
一般 

高卒(見込) 

21歳未満の者 

9月17日~

10月15日

一般曹候補学生
18歳以上 

24歳未満の者 

8月 1日~

9月 9日

採用後約 2年間の教育を終了すると 3等陸・海

空間任し自衛吋の基幹較して勤務。 

将来は幹部自衛官への道も聞かれている。 

曹侯補士
18歳以上 

27歳未満の者 

8月 1日~

9月 9日

採用後約 3カ月の教育を終了すると部隊配置さ

れ，部隊勤務を通じて曹とし ての教育を受け，採 

用後約 3年以降選抜により 3曹に昇任する。

航空 学 生
高卒 (見込) 

21歳未満の者 

8月 1日~

9月 9日

海・空自衛隊の中堅パイロ ット及び航空士とな

る。 2士として採用されるが，約 6年で 3尉に昇 

任し，幹部自衛官となる。

看護 学 生

(陸上のみ)

高卒 (見込) 

22歳未満の女子 

9月17日~

10月15日

陸上自衛隊において看護業務に携わる婦人自衛 

官。看護婦国家試験に合格した後 2曹に昇任し， 

各病院で勤務する。 

2等陸

海

空 -士 

男子
18歳以上

27歳未満の者

年聞を通じて行

っております。

隊員として必要な資質を養い，基礎的な知識や 

技能を習得するため，教育部隊や一般の部隊で教 

育訓練を受け，陸 2. 海 ・空 3年を任期とする。

特技課程により各種の公的資格をとる機会があり，

夜間または通信教育による上級学校への通学も可

能である。
女子 

18歳以上 

27歳未満の者 

8月 1日~

9月13日

自衛隊生徒  
中卒 (見込) 

17歳未満の男子 

11月 1日

9年 1月 4日

技術関係の業務に従事す る曹としての知識，技

能を養う。 4年間の教育後 3曹に昇任する。ま

た，将来は幹部自衛官への道も聞かれている。 

※詳しいことは，自衛隊小松島募集事務所(小松島航空隊内)まで。

小松島市和田島町洲端 4-3 ft08853-8 -1981 

MUS04
テキストボックス
駐在所より

MUS04
スタンプ
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f f ヘ
大
字
沼
江
字

一
楽

大 

¥
大
字
三
渓
{子
陸

湖

林

/

徳

島

市

武

¥
大
字
沼
江{子
西
谷

/

板

野

町

玉

西

ヘ
大
字
三
渓
字

定

岡

坂

/

徳

島

市

寺

¥
大
字
三
渓
字
市
ノ
江
山

徳

島

市

小

改善センターかδ


/

鴨

島

町

善

意
あ
り
が
と
'
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

5
月
刊
日 
1

6
月
日
日

今
川
善
博
さ
ん

(横
瀬 
) 

寒
川
源
八
さ
ん

(中
山
) 

匿

名 

(横
瀬
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

¥
大
字
沼
江
字
神
谷

教室名 実 施 日 時 間� 

4 11 18 25 
午後� 7:30~陶� τ+zい

木 木 木 木� 

5 19 
午後 8: OO~着付け

金 金. 

4 11 25 
午後� 7:OO~手 =ー令z+t，. 

木 木 木

3 17 31 
午後� 8: OO~踊� り

7]<. 水 水� 

5 23 
午後 8: OO~生け花

金 火� 

習� r子A司.
5 12 19 26 

午後� 7:OO~ 
金 金 金 金� 

11 18 27 木腿日は午後� 1時

土服日は

午後� 6時30分から� 

大正琴
木 木 土

大概

溝野

雅善�  

美久

5
月
日
日 
1
6
月
日
日

(
敬
称
略 
)

ご
結
婚
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

大
字一
ニ
渓

岡

本

長 二
可ー� ¥;y，女 美 女、 J 愛

来

大
字
久
国
字
原

井

内

ヱ

ツ

ノ

(

卯

歳 

)

(0
歳
)

二
(
制

歳
)

(
河

歳
)

字
三
月
田

倉野山口田谷田 部 井

徳

島

市

ザ

刈

主
主主
名
字
山
ノ
神

加

々

美

愛 

大
字
坂
本
字
久
良

回

福

良

伴

大
字
沼
江
字
黒
岩

谷

口

義

治

先
月
の
広
報
で
案
内
し
た
電
動
ラ
ン
ナ
ー
を
こ
の

程
購
入
い
た
し
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

雨
の
日
や
視
界
の
悪
い
夜
の
歩
行
運
動
が
で
き
な

い
日
に
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

木
曜
日
は
ロ
ン
グ
開
館
日
で
午
後
八
時
ま
で
開
館

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
他
の
日
で
も
行
事
が
あ
っ
て

セ
ン
タ
ー
に
灯
が
つ
い
て
い
る
時
は
、
ご
遠
慮
な
く

お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
卓
球
台
、
ト
レ
ー
ナ
ー
マ
イ
ト
レ
ー
ナ
ー
、

l

ス
ラ
イ
ブ
七
七
七
、
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
、
ロ 

イ
ン

l

l

グ
パ
ワ 

、
ロ 

イ
ン
グ
腹
筋
台
な
ど
健
康
器
具
が

そ
ろ

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

昌浩千孝品�  純伸育祥

美史恵夫子章子樹代博�  

4島 烹李
お� 7穿

やく 神ー刀U
々

み 美

¥」ノ

O 

困

合わせください。� J

夜間救急当番表�  勝浦会館� 7月行事

⑦⑨ 
心配ごと相談� 

-日時 7月5日樹� 

7月12日(創� 
7月19日(創� 

7月26日(創

-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階

平日でも受付しておりま� 1

すので，お気軽にお問い}

7月� 1日 上勝診療所� 6-0302 

7月 3日 勝浦病院�  2-2555 

7月 5日 赤 岩 医院�  2-2006 

7月⑦日 勝 浦病院�  2-2555 

7月� 9日 山西医院�  2-3027 

7月11日 勝 浦病院�  2-2555 

7月13日 湯 浅医院�  2-2003 

7月15日 勝 浦病院�  2-2555 

7月17日 赤岩医院�  2-2006 

7月19日 勝浦病院�  2-2555 

7月⑫日 上勝診療所� 6-0302 

7月23日 勝浦病院�  2-2555 

7月25日 山西医院�  2-3027 

7月27日 勝浦病院�  2-2555 

7月29日 湯浅医院�  2-2003 

7月31日 勝浦病院�  2-2555 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日 午後 7時から翌朝 9時まで� 

MUS04
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戸籍の窓

MUS04
テキストボックス
改善センターから
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